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30
分
／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
４
月
22
日

（
土
）・
24
日（
月
）午
後
１
時
～
３

時
45
分
／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
６
～
８

月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
か
祖
父
母
１

人
、各
回
先
着
45
組（
１
人
で
の
参

加
も
可
）

3
月
1
日（
水
）～
15
日（
水
）の

間
に
①
☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健

セ
ン
タ
ー
②
☎
３
５
９・８
７
８
５
南

行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス

出
産
を
迎
え
る
夫
婦
の
食
事
の
ア

ド
バ
イ
ス・試
食
を
行
い
ま
す
。

４
月
29
日（
土
）午
後
１
時
15
分

～
３
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
６
～
８
月
の
妊

婦
と
そ
の
夫（
妊
婦
の
み
も
可
）、

先
着
24
組
48
人

試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ「
桜
も
ち
」

白
玉
粉
と
小
麦
粉
で
生
地
を
作
り

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
ま
す
。み
ん

な
で
楽
し
く
作
っ
て
、お
い
し
い
桜
も

ち
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

３
月
４
日（
土
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

南
八
幡
こ
ど
も
館

市
内
在
住・在
学
の
小
学
生
、先

着
10
人

１
０
０
円

前
日
ま
で
に
直
接
ま
た
は
☎

３
７
６・１
１
１
８
南
八
幡
こ
ど
も
館

（
子
育
て
支
援
課
）

♦
♦
♦

子
育
て
求
職
者
の
た
め
の

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
希
望
す

る
求
職
者
の
方
向
け
の
、応
募
書
類

の
作
成
方
法
や
面
接
対
策
を
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。無
料
託
児
あ
り
。

３
月
13
日（
月
）午
前
10
時
～
午

後
１
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て

い
る
子
育
て
中
の
方
、20
人

☎
３
２
３・８
６
０
９
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
市
川
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

（
男
女
共
同
参
画
課
）

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問 

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児
・１
～
２
カ
月
児
訪
問 

母

子
健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連

絡
票
に
必
要
事
項
を
書
き
、保
健
セ

ン
タ
ー
へ
郵
送
。は
が
き
到
着
後
、訪

問
。出
生
連
絡
票
の
郵
送
が
な
い
場

合
は
、生
後
２
カ
月
以
降
に
訪
問
。

里
帰
り
先
で
訪
問
を
希
望
の
方
は
、

生
後
28
日
ま
で
過
ご
す
市
町
村
へ

確
認
を
し
、訪
問
指
導
が
な
い
場
合

は
、市
に
戻
っ
て
か
ら
訪
問
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
Ｍ
Ｒ
）

１
期
＝
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の

方
、２
期
＝
平
成
22
年
４
月
２
日
～

平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

２
期
対
象
者
の
法
定
接
種（
無
料
）

は
、３
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。

☎
３
７
７・４
５
１
２
疾
病
予
防
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

プ
レ
親
学
級

（
両
親
学
級・母
親
学
級
）

赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
、沐も

く
よ
く浴
実
習
、妊

婦
体
験
な
ど
行
い
ま
す
。（
全
日
程
同

一
内
容
）①

４
月
14
日（
金
）・
15
日

（
土
）午
前
９
時
45
分
～
午
後
０
時

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

健
康
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談・自
死
遺
族
相
談

（
両
相
談
予
約
制
）

①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー

①
☎
３
７
７
・４
５
１
１
②
☎

３
５
９・８
７
８
５

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
歯
や

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
正

午
市
川
市
歯
科
医
師
会
口
腔
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

歯
周
疾
患
検
診・

二
十
歳
の
歯
科
健
康
診
査

受
診
期
限
は
２
月
28
日（
火
）ま
で
で

す
。対
象
者
に
は
受
診
券
を
発
送
し

て
い
ま
す
。市
内
へ
転
入
、ま
た
は
紛

失
さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

名　称 対　象

歯周疾患検診

３０歳 昭和６１年４月１日～６２年３月３１日生まれ

４０歳 昭和５１年４月１日～５２年３月３１日生まれ

５０歳 昭和４１年４月１日～４２年３月３１日生まれ

６０歳 昭和３１年４月１日～３２年３月３１日生まれ

７０歳 昭和２１年４月１日～２２年３月３１日生まれ

二
は た ち

十歳の歯科
健康診査

平成８年４月２日～９年４月１日生まれ

受
診
券

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

（
健
康
支
援
課
）

福
祉
に
関
わ
っ
て
い
る
方
、先
着

１
０
０
人

講
稲
葉
浩
運
氏（
司
法
書
士
）

☎
３
７
０・１
８
７
１
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
７
０・１
８
７
２
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

市
川
市
薬
剤
師
会
健
康
フ
ェ
ア

体
成
分
分
析・筋
肉
量・血
圧・血
液

循
環
、歯
科
医
師
に
よ
る
口
の
健
康

チ
ェッ
ク
、健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

３
月
５
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
３
時

市
川
市
薬
剤
師
会（
南
八
幡
３
の

１
の
１
）

各
回
と
も
先
着
30
人

☎
７
０
０・３
７
０
０
同
会

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マッ
サ
ー
ジ

無
料
相
談

２
月
24
日（
金
）午
後
１
時
～
４

時
八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安
鍼

灸
マッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

福
祉
力
を
高
め
る

成
年
後
見
制
度

福
祉
に
関
わ
る
人
な
ら
知
っ
て
お
き

た
い
成
年
後
見
制
度
の
基
本
を
、紙

芝
居
と
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
成

年
後
見
人
の
話
を
聞
い
て
学
び
ま
せ

ん
か
。３月

９
日（
木
）午
後
６
時
～
８

時
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の
口こ

う

腔く
う

が
ん
検
診

内
１
次
検
診
＝
問
診
・
診
察
・
結
果

説
明
、２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の

結
果
、必
要
な
方
に
細
胞
診
・
結
果

説
明平

成
29
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
以
上
の
方

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

１
次
、２
次
と
も
各
６
０
０
円
。

70
歳
以
上
の
方
、千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
、非
課
税
世

帯
者
は
無
料
。

は
が
き
に
必
要
事
項（
上
段
参

照
）と
生
年
月
日
を
書
き
、保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２・０
０
２
３ 

南
八
幡
４
の
18
の
８
）。後
日
、受
診

券
兼
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

　竹や木の自然な形を生
かし、小刀などで細工し
ながら置物などを製作し
てみませんか。今回は、ペ
ンスタンドや昆虫の模型、
竹のおもちゃなどを作製
します。

「竹細工工房」を開催

３月１２日（日）午後１時３０分
（受け付けは１５分前から）～４
時３０分

少年自然の家
小学４年生以上（小・中学

生は要保護者同伴）、先着４０
人

３月１１日（土）（月曜日を除
く）までに☎３３７-０５３３同施
設

高齢者サポートセンター大柏
２月22日（水）

午前10時～11時30分
大野公民館

内「尿もれケアと適切な排せつの介護を学ぼう」
先着20人
☎３３８-６５９５同センター

高齢者サポートセンター市川第一
①３月１日（水）②３月10日（金）③３月13日

（月）いずれも午後２時～３時30分
①②③アイ・リンクルーム

内①「福祉用具・成年後見制度について知識を
身に付けよう」②「高齢者施設の選び方の知識
を身に付けよう」③介護者相互の交流会

①先着20人②先着20人③先着15人
☎７００-５１３９同センター

高齢者サポートセンター市川東部
３月４日（土）午前10時～11時30分
同センター

内介護者相互の交流会
先着８人
☎３３４-００７０同センター

高齢者サポートセンター八幡
３月10日（金）午後１時30分～３時
同センター

内 家族介護教室「いつまでも自宅で生活する
ために～知らないと損する介護保険サービスの
活用方法～」

先着10人
☎３７６-３２００同センター

高齢者サポートセンター行徳
３月10日（金）午後１時30分～３時
行徳総合病院（本行徳５５２５の２）

内「古今亭菊之丞落語会」～落語を通して体
と心をリフレッシュさせよう～

先着１００人
☎３１２-６０７０同センター

　高齢者サポートセンターでは、高齢者が住み慣
れた地域で安心して暮らしていけるよう、社会福祉
士・主任ケアマネジャー・保健師などの専門職員
が、健康や介護の相談などさまざまな面から支援
を行っています。 （介護福祉課）

▲自分で楽しくデザイン

体を動かして心も体もリフレッシュ▶
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　認知症カフェは、認知症の方やその家族、地域の方、専門職が集
い、交流する場です。おしゃべりや情報交換などで和やかな時間を過
ごしています。市では15カ所の高齢者サポートセンターなどでカフェ
を実施し、その都度、広報などでお知らせしています。その他、カフェ
については、地域支えあい課にお問い合わせください。
334-1143同課

 ひまわりカフェへどうぞ
　楽しくお茶を飲んだり、脳トレなども行います。

３月７日（火）午後２時～４時
高齢者サポートセンター南行徳第二
先着２０人
☎７１２-８０２２同センター

　認知症の方もそうでない方も、誰もが
気軽に楽しめる場所です。

２月２８日（火）午後１時３０分～３時３０分
親愛の家（曽谷４-４-１０）
１０人
☎３７１-６１６１高齢者サポートセンター曽谷

メモリーカフェさくらへどうぞ

　認知症サポーターは、認知症を理解し、認知症
の方や家族を見守り、支援を行う人です。講座で
は、認知症の基礎知識や認知症の方に接する時
の心構えを学べます。

３月２日（木）午後２時～３時３０分
アイ・リンクルーム１
先着３０人
☎７００-５１３９高齢者サポートセンター市川第一

認知症カフェに来てみませんか

▲認知症
　サポーターの証し
　「オレンジリング」

▲楽しく交流をしています

▼お気軽にどうぞ

♦
♦
♦

シ
ニ
ア
従
業
員
の
お
仕
事
説
明
会

in
市
川

本
市
と
協
定
を
結
び
、高
齢
者
の
見

守
り
や
雇
用
促
進
な
ど
を
推
進
し

て
い
る
株
式
会
社
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ

ン・ジ
ャ
パ
ン
と
の
共
催
に
よ
り
、シ
ニ

ア
向
け
の
仕
事
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

３
月
10
日（
金
）午
後
２
時（
受
け

付
け
は
20
前
分
か
ら
）～
３
時
30
分

行
徳
文
化
ホ
ー
ル
Ｉ
＆
Ｉ

60
歳
以
上
の
方
、先
着
30
人

☎
７
０
４・４
１
３
１
雇
用
労
政

担
当
室

♦
♦
♦

て
る
ぼ
サ
ロ
ン
ま
つ
り

「
て
る
ぼ
サ
ロ
ン
」の
体
験・交
流・情

報
交
換
を
行
い
ま
す
。

２
月
25
日（
土
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
本
館

☎
３
２
０・４
０
０
２
社
会
福
祉
協

議
会 

地
域
福
祉・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー 

募
集

♦
♦
♦

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者

市
で
は
、平
成
29
年
度
開
設
分
の
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス（
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
、小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
、看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
、認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
）を
整
備
運

営
す
る
事
業
者
の
公
募
を
行
っ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
５
１
福
祉
政
策

課

究
棟（
国
府
台
６
の
１
の
14
）

各
回
先
着
１
５
０
人

講
別
所
雅
彦
氏（
医
師
）

☎
３
７
５・１
１
１
１
同
院

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
勉
強
会

テ
ー
マ 

思
春
期
脊せ

き

柱ち
ゅ
う

側そ
く

弯わ
ん

症し
ょ
う

の
基

礎
知
識
～
モ
ア
レ
検
査
で
指
摘
を
受

け
た
ら
～

２
月
21
日（
火
）午
後
２
時（
受
け

付
け
は
30
分
前
か
ら
）～
３
時

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
研

究
棟（
国
府
台
６
の
１
の
14
）

講
石
川
雅
之
氏（
医
師
）

先
着
30
人

☎
３
７
５・１
１
１
１
同
院

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

肝
臓
病
教
室

講
義
終
了
後
、肝
炎
、肝
硬
変
、肝

が
ん
を
中
心
に
個
別
相
談
も
実
施
。

相
談
の
あ
る
方
は
血
液
検
査
・Ｃ
Ｔ

な
ど
の
資
料
を
持
参
す
れ
ば
状
態

に
応
じ
た
詳
し
い
説
明
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

３
月
11
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

国
府
台
病
院（
国
府
台
１
の
７
の
１
）

内
講
①「
肝
臓
が
ん
抑
制
を
目
的

と
し
た
肝
硬
変
の
栄
養
食
事
療
法
」

古
田
雅
氏（
管
理
栄
養
士
）②「
Ｂ
型

肝
炎
の
基
礎
と
臨
床
～
血
液
検
査

の
見
方
、診
断
、治
療
～
」村
田一素
氏

（
医
師
）

血
液
検
査
結
果
、Ｃ
Ｔ
な
ど
の
資

料（
お
持
ち
の
方
）

☎
３
７
５・４
７
３
８
同
院
肝
炎
・

免
疫
研
究
セ
ン
タ
ー（

保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

ハ
ー
ト
フ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
福
祉
の
店

障
害
児
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

や
、障
害
児
者
へ
の
理
解
促
進
、工

賃
収
入
増
を
目
的
と
し
、市
内
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
特

別
支
援
学
校
な
ど
に
通
う
方
が
作

製
し
た
手
工
芸
品
や
パ
ン
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

２
月
23
日（
木
）・24
日（
金
）両
日

と
も
午
前
10
時
～
午
後
６
時

Ｊ
Ｒ
市
川
駅
コ
ン
コ
ー
ス

☎
３
７
０・１
８
７
１
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⓐ
の
２
、Ａ
の
１
、ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち

で
利
用
登
録
を
し
て
い
る
方（
所
得

制
限
あ
り
）

☎
７
０
４
・０
２
７
２
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
３
５・２
０
３
０
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
と
医
療
費
等
の
助
成

児
童
扶
養
手
当
は
、父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童（
原
則
、18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
児
童
）を
養
育
し
て
い
る

方
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。た
だ
し
、事
実
婚
状
態
に
あ
る

方
、対
象
児
童
が
施
設
入
所
し
て
い

る
か
、里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
に
は
医
療
費
な
ど
の

助
成
も
行
っ
て
お
り
ま
す（
所
得
制

限
あ
り
）。受
給
資
格
や
手
続
き
に
つ

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
７
８
こ
ど
も
福
祉
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

在
宅
医
療
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
身
近
な
医
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」

３
月
21
日（
火
）午
後
０
時
30
分

（
開
場
は
30
分
前
）～
２
時
30
分

南
行
徳
市
民
談
話
室

内
講
①「
訪
問
歯
科
診
療
の
現
状

と
注
意
点
に
つ
い
て
」萩
原
広
明
氏

（
歯
科
医
師
）②「
身
近
な
医
療
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
～
最
期
ま
で
身

近
な
日
常
を
継
続
す
る
た
め
に
在

宅
医
療
の
ス
ス
メ
～
」金
川
武
徳
氏

（
医
師
）

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、先
着
80

人
☎
３
３
４・１
１
４
３
ま
た
は
必
要

事
項（
６
面
上
段
参
照
）を
書
き
Ｆ
Ａ

Ｘ
３
３
６・８
０
２
６
地
域
支
え
あ
い
課

♦
♦
♦

化
研
病
院
け
ん
こ
う
教
室

テ
ー
マ 

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
～
コ
ツ

コ
ツ
学
ぶ
骨
粗
し
ょ
う
症
の
お
話
～

３
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分
・
午
後
２
時
～
３
時

（
受
け
付
け
は
各
１
時
間
前
か
ら
）

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
研

◆
４
月
１
日
利
用
分
か
ら
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
交
付
開
始
日
に
つ
い
て

３
月
17
日（
金
）か
ら
、障
害
者
支
援

課
、
福
祉
課
、大
柏
出
張
所
、南

行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
川
駅
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、４
月
１
日（
土
）か
ら
市
内
の
証

明
書
自
動
交
付
機（
コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
除
く
）を
利
用
し
て
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。な
お
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の
証
明
書
自

動
交
付
機
に
よ
る
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

交
付
対
象
者 

身
体
障
害
者
手
帳

１
、２
級
、視
覚
障
害
者
は
３
級
ま

で
、ま
た
は
療
育
手
帳
Ⓐ
、Ⓐ
の
１
、

♦
♦
♦

障
害
者
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
心
身
障
害
者（
児
）一
時
介
護
料・

重
度
身
体
障
害
者
等
移
送
費
助
成

金
請
求
期
限
は
４
月
10
日（
月
）ま
で

平
成
28
年
４
月
～
29
年
３
月
に
、一

時
介
護
料
助
成
登
録
を
し
て
い
て
一

時
介
護
を
受
け
た
方
と
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー（
寝
台
）タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
方（
一
定
の
要
件
が
必
要
）で
、ま

だ
助
成
金
の
請
求
を
し
て
い
な
い
方

は
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、こ

れ
か
ら
３
月
末
ま
で
に一
時
介
護
を

受
け
る
ま
た
は
、ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
予
定
が
あ
る

方
は
、利
用
後
請
求
期
限
内
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
♦
♦

福
祉
の
し
ご
と
ミ
ニ
就
職
フ
ェ
ア

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、社
会
福

祉
施
設
や
事
業
所
な
ど
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
方
を
対
象
に
、就
職
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。社
会
福
祉
施
設・事

業
所
な
ど
の
採
用
担
当
者
と
の
個
別

面
談
や
福
祉
職
場
に
関
す
る
相
談
な

ど
を
行
い
、福
祉・介
護
人
材
の
確
保

と
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

２
月
19
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ（
千
葉
市

中
央
区
富
士
見
１
の
３
の
２
）

☎
０
４
３・２
２
２・１
２
９
４
千
葉

県
社
会
福
祉
協
議
会 

千
葉
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
政
策
課
）

　平成26年4月の消費税率の引き上げによる
影響を緩和するため、所得の少ない方に対し
て、制度的な対応を行うまでの間の、暫定的・
臨時的な措置として、臨時福祉給付金（経済
対策分）を支給します。

申請方法に関して=☎３３４-０１００市臨時
給付金相談窓口、制度に関して=☎０５７０-
０３７-１９２厚生労働省給付金専用ダイヤル

臨時福祉給付金（経済対策分）の
申請受け付けを開始しました

「臨時福祉給付金（経済対策分）」の“振り込め詐欺”や“個人情報詐欺”にご注意ください。市町村や厚生
労働省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。

申請期限 ７月３１日（月）（当日消印有効）まで

支給対象者

●平成２８年１月１日時点で住民票が市川市
にある方

●平成２８年度分の市民税（均等割）が課税
されていない方。ただし、「課税者に扶養さ
れている方（配偶者特別控除、専従者含
む）」や「生活保護受給者」は対象外

申請書 対象者に随時郵送

支給額 対象者１人につき１５,０００円（１回限り）

相談窓口 本庁舎１階多目的ホール、行徳支所１階
※窓口は午前9時～午後5時まで

（福祉政策課）

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2017年（平成29年）2月18日　No.15627 支え合い
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